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本州最北端､大間岬の生物相大観

和 田 千 蔵

昭和十一年八月十五日から十九 日迄一回､九月廿日から廿三日迄一回都合

二回合計九日間下北郡大奥村大間附近の生物界を視察 しましたが､植物は離

島の排天白で採取 したものを､動物は大間と奥戸近海から捕れた物を王とし

これに陸上で捕ったものを加へて合点諸君に御紹介申上げますo僻この間往

復の途中で見たものも附添-て置きます｡今回は通俗的にするため畢名は省

略 しましたo

(-) 耕天島の動植物

耕天畠は大間燈轟のある孤島で､航路が短いが波が荒いために渡島が容易

でありません｡昭和九年八月廿六日に一回上陸して採取 しましたが､昭和十

一年八月十八日に上陸した時には更に敏捷を採集することが出来ました｡而

し昭和九年の秋､村井三郎氏が京都帝国大草の田代善太郎氏を案内して上鮭

し採取したものには予の見たものより教程多かった様であります｡又大間北

日本博物館の職員が時々上陸して採取してゐますから､更に多数の植物が同

孤島に牽見されて居る筈であります. そこで予の調査 したものだけを盛に書

き粒べておきますo

(1) きく科--･--･タンポポ キレ-アカミタンポポ シロヨモギ

ヤマヨモギ ノコギリサウ アキノキリンサウ シラヤマギク

ヲナモ ミ ヒメムカシヨモギ ヲダルマ ヒメジヨオン

カウゾ1)ナ ゴボウ(逸出) マルバヒレアザ ミ ノコソギク

ハチヂョウナ オエノゲシ エゾヲダルマ クウコギ

オニヲトコヨモギ(耕天島特産)

(2) すひかづら科--･･--･ソクヅ

(3) あ か ね 科･-･----ヤ-ムグラ

(4) お ほ ぼ こ科･--･-･- オホバコ エゾオホバコ タウオホバコ

(5) む らさ き科 - - ･･-･- スナビキサウ(-マムラサキ) -マベンケイ

サウ キウ1)グサ(タビラコ)

(6) ひ るが ほ科----･-ネナシカヅラ -マヒルガホ
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(7) さくらさう科 -- - -･･･シホマツパ -マポッス コナスビ クサレグマ

(8) せ り 科････- -･･シシヴ 1t セ 1) -マゼ 1) ノ､マイブキボウフ

ウ イハテクウキ アマニウ カラフ トニン♂ン

マルバ クウキ

(9) か た ぼ み 科-･-･-･- タチカタバ ミ

(10)ふ うろさう科-･･ ･･-･･･ゲンノショウコ ノヽマフウ tz

(ll)ま め 科-- ･･--- -マエン ドウ カスマグサ ヒp- ノクサフヂ

(12)い ば ら 科 ･･･- ･･･････-マナス オホダイコンサウ

(13)あ ぶ ら な 科-･･- -･-マダイコン -マノ､タザホ アブラナ(追出

(14)あをつづ らふぢ科･･-･アヲツヅラフヂ

(15)うまのあ Lがた科--･- ヒキンポサグ センエソサウ

(16)な で し こ科.･･･- ･････- コべ ウシ-コべ オホバナ ミミナグサ

ハマハ コペ ハマツメクサ オホツメクサ ツメクサ

カハ ラナデシコ

(17)すべ りひゆ科･･- - ･････スべ 1)ヒチ

く18)ひ ゆ ,料---- ヒナタヰ ノコヅチ

(19)あ か ぎ 科 ･･････ ･･････ヲカヒジキ -マ7カザ ホソ,,'ノノ､マアカ

ザ --キグサ(逸出)

(90)た で 科--････- ギシギシ ニノ､ヤナギ イヌタデ スィ,,'

(21)あ や め 科････.･･･････イチノ､チ(紫色の花) ヒ77ギアヤメ

(22)ゆ り 科 .･･ ･････････エゾスカシ- 1) スカシ- 1) ェゾネギ

マ ヒヅルサウ

(23) ゐ 科･･-････････ドt,ヰ ヰ

(24)う き く さ科･･･････-･･･ウキクサ(ウラべニウキクサ)

(25)かやつ りぐさ科-- ･･.コウボサムギ 外教種

(26)い ね 科.-･･･ ･-- ヨシ(アシ) オホウシノケグサ ヒェ(逸出)

メヒジハ ハマエ ノコロ ケカモ ノ- シ キンエ ノコtl

スズメ ノカタビラ(イチゴツナギ) 及び共他十教程
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(27)と く さ 科･ - -･･-･スギナ

(28)う らぼ し科 ･･･ ･･･-･･･オニヤブソテツ 外敏捷

上記の如 く予の調査せる所天島陸上植物は大約二十八料約九十四柿である

が精細に調査 してみるとまだ々々多数の植物が費見されると思ひます｡而 し

て該島の植物分布に就では村井三郎氏が近き牌乗に訂正 してくれる筈になっ

て局 りますo育種に飴る該島の植物で畢界に珍 しいものは極めて少 く､只キ

ク科のオニヲトコヨモギだけでこれは本島特産と認められてゐります｡ 佃島

の波打際の岩礁にある海藻 も敏捷を採 りましたが､時間がないので詳 しく調

べかねましたか ら戎kはほんの僅かばか りの名前をあげておきます｡他 日大

間博物館所赦標本を調べてか ら攻めて畿表することに致 します｡

(1) 紅 藻 類-･･ ････-･アカバ アマ ノ1) アカバギンアンサウ ダジャ

スズシ｡ノ1) ウ ミザウメ./ テングサ ツノマタ ユナ

ヱゴノ.1) イ トフノ1) フヂマツモ フシツナギ カニノテ

イソムラサキ サンゴモ

(2) 褐 藻 類-- --･モヅク ウルシグサ マツモ(マツポ) チガイソ

(ェゾワカメ) ワカメ ツルモ マコンブ アナメ コナウミ

ウチワ ア ミヂグサ ウガ ノモク ボンダワラ ウミトラノヲ

イシゲ スジメ シ-千-ズ■ ェゾヤ-ズ イ トアミヂ

ノコギ 1)モク ェゾイシゲ

(3) 緑 藻 類･･････ ･･････アヲサ アナアヲサ アヲノ1) ホソジユズモ

ジュズモ ヒト-グサ フサイハヅタ ミル

偽顛花植物のアマモ (1)-ウグウノオ 7.ヒメノモ 1.-ヒノキ 1)-ヅ.I)及

びスガモ(方言ゴモ)等があ ります｡

妨天島には明治の中頃迄ウミネコが盛んに繁殖 しましたが,島に建物が設

けられて人出が激 しくなった虐め何時とはなしにその跡を絶つ様になつ兜ゎ

であ ります｡現在この島で繁殖 してゐる鳥はバン,コヨシキ1)､セグT]セキ

レイ,ヒパ･1)､-シボソガラス等でありますが､一種不明の水禽類が繁殖 し

てゐます｡蛇や蛙や 1.カゲの様なものは見えません､ ネズミは陸か ら荷物 と

共に移動 したので非常に債鬼 も大きなものが居 りますO昆畠類はよく調べま

オウスミサスカ-マ.イマイが居ることは不思議でありますD

燈萎屋内には大形の蚊が津山居ます｡ 島の磯際にはウメポシイソギンチャ

ク､ ミド1)イソギンチャク､ヒザラガヒ､フジツボ､イソバナ､ヨメノカサ

イ T.マキヒ トデ､ウミケムシ､エポウシガヒ､アワビ､ 1.コブシ､フナムシ
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等の磯動物が棲息 し夏はその景観貫に見事でありますD

(二) 大間缶海産 主要動物

大間の博物館に保赦されてあるものと貫際予の見たものとを合せ,分布上

北海道以北に殴 り見られない様なものと大間より南方に僚 り見られない様な

ものとが見られます｡

(1) 海綿動物 --･-･- スギ ノキカイメ･/ エナガケツポカイメソ '

(2) 匪腹動物-････ ･･･- ヤ ドカ 1)イ ソギ ンチャ ク センスガ ヒ ウ ミヒ,i

クシクラゲの一種 イガ ク リガ ヒ

(3) 練皮動物 ･･･ ･.･--･ステイ ｡キダ 1)ス- ミク｡ツべ}t,クラク (大形の

ウニ) ブ 1)ツサスー ラテ カ 1)ナ タス(大形の ブンプ クチャガマ)

ア カニチ 1)ンヒ トデ オキ ノテヅルモヅル

(4) 前虻動物 ---- コマホウズキガイ タチスジホウズキガイ ホウ

ズキガイ キ タウスコケムシ レプ ラ 7)7- レチ クラタ

ヒツポポ ネーラー ヒツボブス ッ ノコケムシ

(5) 軟慣動物 ----二ヒザ ラガ イ ケハダ ヒザ ラカヒ イ ソアハモチ

ヒタチオ ピ コロ毛ガ イ テ ンダ ニシ ル リガ ヒ ヤッ シロガ

ヒ ウヅ ラガ ヒ ホシダ カラ ダ ンベ イキサ ゴ トコブシ ヒ

メア ワビ キナ レイシ フナ クヒムシ バ カガ ヒ マテガ ヒ

べ ニガ ヒ サ クラガ ヒ ウチム ラサキ ハ マグ リ イセシラガ

ヒ カガ ミガ ヒ ト1)ガ ヒ ヤへウメ トマヤガ ヒ チ 7)ボ タ

ン ヒ7 7ギ アヅマ 王シキ ナデ シコガ ヒ ウ ミギ ク ア カ

ガ ヒ ベ ンケイガ ヒ イ ヨシダ レ フネダ コ カヒダ コ ミミ

イ カ カ ミナ 7)イカ

(6) 節足動物･･- ･ ･･-･イ-ガ ニ イ シガ 三 ガザ ミ イポイテフガ ニ

サメ-ダ-イケ トゲカイメンガ ニ - リ ト1)マ ンヂュウ

サ メ-ダ7 7ギガ エ ペ エイシガ 三 マ メコブシ ツ ′ナガ コ

ブシ ナナ トゲコブシ ヒラゴブシ カヒカクレ ア カボシコ

ブシ カツタイガ ニ ワタクズダマ シ ヒシガ エ イガグ 1)ヤ

ドカ 1) フ トミゾエ ビ

(7) 脊椎動物-- --- クウナギ ア ミモ ンガ ラ イ.トヒキアヂ オ ニ丁

ヂ カガ ミグ ヒ キヌバ 1) クサウヲ ハナ ヲコゼ クサビマ

ンボウ - 1)セ ンボン マ カヂキ ゴンズイ ノコギ 1)ザ メ

シ-モ クザ メ イカナ ゴ ゲンTZクダ ヒ ア カシタビラメ
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アカカマス クルマグヒ ダチウヲ ツ ノザ メ ゴマサバ

メバチ オホモン,､タ セ4'TZウ ミ-ピ タやガシテサ ミ-ど

ゴ./Fウクヂラ フイ 1)アザ ラシ及び陳兼動物のイガポヤ等が

見 られます｡

(≡) 大冊附鎗陸産動物

陸水に産するものの内法目すべきは ドヂヤウ､サ-ガ言,オホダニシ､ヲカ

マメダ王シの 一･&,ヰモ P､- コネサンセウウヲ､ナウホクサY/セウウヲ､カ-

シンジガと,ウマビル等で､両棲類ではェゾアカガ-ル､ヒキガ-ル､シユレー

ダルアヲガ-ル､ヤマアカガ-ル､;ホンアマガ-ル､カジカガ-ル等が居 り

ますが,シユレ～ゲルアヲガ-ルは一番多 く棲息 して居 ります｡噸魚類にはヤ

カガシ､マムシ､シマ-ど､アヲダイシャウ､ヂムグ 1),カナ-ど等が普通に

見 られますO鳥類は津山居 少ますが､季節的に出現するものが多 く,春秋の

渡 りの時季には非天島の姪嘉に突死するものも砂 くないとの事です. 大間樽

物館にはアカセウビy､ジウイチ､オホコノ-ヅク､ツグ ミ､ オホヨシキ 1)

}{ン､アカヱ 1)カイツブ1)､ウ ミアイサ､ウ ミネコ､シノ1)ガモ､- シポソ

ガラス､ウヅラ､シメ､ ミサゴ､チゴ-ヤブサ､チャウゲンポ､-チクマ､ヨ

タカ､ウ ミスズメ､ヲシ Fg､ ミツユビカモメ､オホヂシギ､ クヒナ､オホ

ヨシゴヰ等が剥製になって捉存 されて居 りますが､山にはサグヒス､メジFZ

キビタキ､カケス､ヤマセ ミ､四十雀類,クワツコウ､ ホ トトギス.ツツ ド

1)､サンセウクヒ､ヒヨ ド1)､アカ-ラ､アカゲラ､コル 1). コマ ド1).千

ジバ ト アヲバ ト ヤマ ド1)､ キクキジ.里にはスズメ,ツバメが津軽地方

より多 く居 ります｡原野にはホホジt,､ホホアカ､ )ピタキ､チゴモズ 海

岸にはセグロセキレイが集って居 ります●噂乳類にはェチゴウサギ､モモン

ガ､カモシカ.サル. I)ス､ヒミズモグラ.アカネズ ミ. キツネ､タヌキ

(ムジナ)､クマ.アナグマ､テン､イタチ､ヤマネJIブネズ ミ､-ツカネズ ミ等

が居 ります｡ 大間博物館にはイヒヅナイタチ(夏毛). ヒミズモグラ,エチ ゴ

ウサギ(冬毛),フイ 1)アザ ラシ､ムササビ(メ./Fl))､ヒメネズ ミ?ゴ-/ ドゥ

クヂラの歯牙及び内旋､エゾアカシカの角等の標本が保接 されてあ ります｡

倫大間附近の陸産軟恩動物にはベル ])ヒダ 1)マキマイマイ.アヲモ 1)ヒ トス

ヂマイマイ.Jlツラマイマイやウスカ-マイマイ等 もある し､昆息類にはヱン

マコホt,ギ､イブキギス､カナブン､クT3アゲ-.カブ トムシ.シャウジヨウ 1-

ンボ､エゾヒメシt,テフ､ヒメシT,テフ等 も捕 られて居 ります｡

(四) 籍 び

大間部落は本州の最北執 こ位 し三両は海洋に固まれ.津軽海峡に突出 して
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寒暖二流に洗はれ､年平均気湿は八度七分で青森市附近より寒いが､生物分布

相が一風特色を聾挿 して居ります｡即ち北方系統のものと南方系統のものが

侵入して､本土在来のものと相混合 してゐることがよく判 ります｡説明する

と北海道以北のものと共通 してゐるもの､大開を南限とするもの､大間を北限

とするもの等が混汚 して居ります｡北限南限と限定 した語を用ふと色々な誤

が後で出て来るから､北限生物といふと南国にあるべきものが大間でも見つ

かったといふ鼠に私が言ひたいのです｡ そこで今迄書上げた生物中分布上面

白いと思ふのはカニ類､海綿類､海膿類等の海産動物や､蛙類､蝋牛類の陸

産動物等でありますO就中私の最も興味を惹いたのはカニ類と海綿類であり

まして,これ等の多くは相模萄以南の境地で採れてゐるのが､北方の大間で

も胡雷に採れるといふことは､暖流に沿うて北-北-と進んだが､大間と北

海道との間に津軽海峡といふ障害物が出来たため､蓮にここで進行が止 り､

大間荘海に落付いたと云ひたいのであります.陸上動物の北進についても地

質時代の橋が落ちたために大間に踏止り､蓮に函館を眺めて居るだけになっ

たのでありますから､今でも北海道に移すと遠慮 して繁祭する様になります

上記の動物中大部分は今日迄の所大間を北限と認めても差支ないことを断言

致 します｡又植物に就ては目下調査中ですから攻めて､大間産北限植物として

聾表することに致 します｡而 して大間生物中珍貴の物が多いが就中畢界に注

目されてゐるのは､ 両棲類のシ-レ-ゲル7ヲガ-ル即ち RhacopllOruS

schlegeliisclllegelii (GUENTHER)で､熱帝動物因子がこの北方迄進移

し旺盛なる繁菜を極め､両も青森市附近に謎め得ざる習性を畿挿 し､昭和十

一年度に於ては十月十三日午後七時頃低調であったが盛に鳴いた (所持次郎

氏の気温調査には20.2oC風向東云々)といふ様なことで､これを天然尤念物

に指定する様に事績が運ばれてゐます.何犬間部落には約二百年の齢を保つ

大桑がありまして樹ゐ大部分は強風のために傷められてゐるが､樹高が約十

九尺根本の周囲約十二尺胸高周囲八尺六寸位あって､役場の向ひの公金質屋

の庭内に保存されてゐます｡ その他部落内にヤブツバキの植栽されたものが

十教本盛に費育 してゐますo又神社境内にはツキノキがよく哉育 してその林

の相場が海風のために恰度マツキー式の枯方をしてゐることがまた見事です

これを要す畠に大間附近は環境的に生物分布相が一寸風彩を異にして岳り

ます｡北方のものと南方のものとが相混合して居るが､北方系統のものよりも

南方系統のものが多い様に見受けられますO賂乗は必ず畢界に注目せられる

こととなり海洋研究の横顔が設けられることと信じますO本稿を終るに際 し

一言旗行の途中観察 した事項を添記 して置きますO昭和十一年九月廿三日に

大間から好った途中風間浦村易園間小畢校で立派に生きてゐたモ1)アヲガへ
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ルRhacophorusschlegeliiarborea(OKADAetEAWANO)の雌を見た

ことであります.予は昭和九年八月敏行の青森博物研究合時報第-巻､第-

競､に於で同蛙は下北郡風間浦村赤川を最北限分布地鮎とすると哉表 しまし

たが今回更に北方なる易囲間道延長せられましたが､更に北方同村字蛇浦に

於で西村英二氏が竣見 したといふので愈々該蛙分布が次第に北方に延びて居

りますからこの蛙もシ-レーゲルアヲガ-ルと等 しく大間の山間水蓮に産卵

するものでなvtかと想像するのでありますO本稿を凌るに際 L南端の御援助

を賜 りました大間北El本博物館長 盛讃 同職員山谷英一､神橋次郎並Yr友人

村井三郎の諸氏に封･L満腔の謝意を表するものであります｡
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